
技術資料／製品データ巻末006

COMPOITION（材料）：

TYPES（形式）：

CLASSES（種別）：

粘着剤厚み

COMPOITION（材料）1-ALIMINUM ALLOY（アルミ合金）
COMPOITION（材料）2-BRASS（真鍮）
COMPOITION（材料）3-CORROSION RESISTING STEEL（耐腐食性スチール）ステンレススチール
COMPOITION（材料）4-CARBON STEEL（炭素鋼）

TYPE（型式）Ⅰ-全ラミネート
TYPE（型式）Ⅱ-1/2　ソリッドスチール1/2　ラミネート

CLASS（種別）Ⅰ　0.002インチ（0.05mm）ラミネート
CLASS（種別）Ⅱ　0.003インチ（0.075mm）ラミネート

0.0003インチ（0.008mm）

＜参考：AMS-DTL-22499＞

・米国航空宇宙規格AMS-DTL-22499適合（アルミは除く）
・ドイツ航空宇宙規格LN29557適合

2. カッターなどで軽くこすり、1枚だけめくりあげます。

3. さらに2を繰り返すと、0.4→0.35→0.3…と
0.05mm単位で板厚を調整できます。

0.45mm 

1. 0.05mmの板を接着剤で貼り合わせたラミネートシム。

0.05mm 

0.5mm 
など 

ラミネート材質の特性

120℃以下

真鍮
Cu 68.5～71.5％
Pb 0.07％以内
Fe 0.05％以内
Zn 残

380-500N/mm2 163N/mm2 24998N/mm2

80℃以下

アルミ
AI 99.445％以上
Si+Fe 0.55％以内
Cu 0.2％以内

140-250N/mm2 106N/mm2 13185N/mm2

120℃以下

ステンレス
C 0.15％
Mu 2.00％
Cr 17～19
Ni 8～10％

700-900N/mm2 192N/mm2 29137N/mm2

許容温度材質（化学成分） 引張り強さ 0.2％耐力 ヤング率

1.セリボルトタイプの限界軸力 

代表例として左図に示す試
験方法でセットベース各タイ
プの調整ボルトに引張圧縮
試験機で負荷を与え、軸方
向の限界軸力Fを求めます。 

試験方法 

限界軸力Fの求め方 
限界軸力（最大軸方向押し
付け力）は以下の現象が始
まった時の値とします。 

※限界軸力値はあくまで、実験の値であ
り参考値としてご利用して下さい。 

上図の様にベースを機械上面で移動させる場合調整ボルトの軸方向
押し付け力Fとベース重量Wには以下の関係があります。 
 
 
 
ベースと移動面との摩擦係数μと安全率aを考慮して、WとFの値に
ついてご確認下さい。 

1. 調整ボルトの破損、 
 若しくは変形 
2. 取付ボルトの破損、 
 若しくは変形 
3. セットベース本体の 
 変形 

a ： 安全率（0.5以下） 
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引張圧縮試験機 
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μ（摩擦係数） 

F=μW μ ： ベースと移動面の摩擦係数 

ベース 

調整ボルト 

セットベース本体 

移動面 

M4 M5 M6 M8 M10 

3.9（402） 8.0（816） 13.0（1329） 17.6（1793） 26.8（2730） SS400 

2.7（272） 5.5（564） 9.2（937） SUS304 

13.0（1329） 16.5（1683） 8.8（900） 20.3（2070） 17.4（1775） ピーク値 

6.7（680） 10.6（1080） 11.6（1180） 25.5（2600） 

（1）調整ボルトのサイズ別限界軸力（ピーク値）比較［PAタイプでの比較データ］ 

2.押し引きタイプの限界軸力 

M4 M5 M6 M8 M10 

引張り調整時 

測定不能（5000以上） 押し出し調整時 

3.8（385） 6.9（700） 10.0（1020） 15.7（1600） 30.9（3150） 

（1）調整ボルトのサイズ別限界軸力比較［本体材質SS400、LAタイプでの比較データ］ 

タイプ PAタイプ PBタイプ PCタイプ PDタイプ PEタイプ 

（2）タイプ別調整ボルトの限界軸力比較［本体材質SS400、M6サイズでの比較データ］ 

本体材質 
ボルトサイズ

調整方向 
ボルトサイズ 
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［単位 ： kN（kgf）］ 

［単位 ： kN（kgf）］ 

［単位 ： kN（kgf）］ 

PAタイプ（機械側面取付）の実施例 

PBタイプ（機械上面取付）の実施例 

取付位置関係代表例 

W＝－.a F 
μ 

調整ボルトの軸方向押し付け力 F 

調整ボルトの軸方向押し付け力（軸方向の限界軸力） Fの実験値 

調整ボルトの軸方向押し付け力 F 
とベース重量 W との関係 

調整ボルトの機械的性質 

参考締め付けトルク（目安値） 

鉄系六角穴付ボルト ： SCM435（JIS B 1176） 
強度区分 引張強さ N/mm2［kgf/mm2］ 耐力 N/mm2［kgf/mm2］ 

1220［124］ 1100［112］ 12.9 

強度区分 引張強さ N/mm2［kgf/mm2］ 耐力 N/mm2［kgf/mm2］ 

700［71.4］ 450［45.9］ A2-70 

ステンレス系六角穴付ボルト ： SUS304（JIS B 1176-1988） 

サイズ 
SCM435 

（強度区分 ： 12.9） 
SUS304 

（強度区分 ： A2-70） 

3.6［0.4］ 3.5［0.4］ M4 

7.2［0.7］ 7.0［0.7］ M5 

12.3［1.3］ 12.0［1.2］ M6 

30.0［3.1］ 29.0［3.0］ M8 

59.0［6.0］ 58.0［5.9］ M10 

N・m   ［kgf・m］ 

※目安、参考値としてご利用して下さい。 

F 

F 

セットベース
調整力（実験データ）




